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１　施設の概要

←○、×を記入

～

人 人 人

指定管理者制度導入施設評価票

評価対象年度 令和４年度

施　設　名 秋田県営玉川園地駐車場 設置年 平成

所　在　地 秋田県仙北市田沢湖玉川字渋黒沢

指定管理者 田沢湖高原リフト株式会社

県所管課 自然保護 調整・自然環境 チーム

新秋田元気創造プランや各分野の個別計画等における、当該施設の位置付け・目
標

生物の多様性の確保と自然公園等の適正な管理

新秋田元気創造プランや各分野の個別計画等における目標を達成するための取組
として、当該施設に求められているもの

自然環境学習拠点施設等の利用者数の増加

施設の面積 2,780㎡

主な設置施設
アスファルト舗装

料金制 有（利用料金併用制　・　完全利用料金制）　無（指定管理料制）

料金設定 ２００円／回
サウンディング実施対象施設

※
×

指定期間 R3.4.1 R8.3.31

営業期間・時間 4月28日～11月4日　7:45～17:30（利用月で変動あり）

１　使用の許可、使用の許可の取消し並びに使用の制限及び停止に関する業務
２　施設及び設備の維持管理に関する業務
３　前２号に掲げるもののほか、駐車場の管理に関し知事が必要と認める業務

直近３年の年間利用者数 Ｒ２ 15,505 Ｒ３ 15,975 Ｒ４ 18,123

直近３年の年間料金収入 Ｒ２ 1,523 千円 Ｒ３ 3,142 千円 Ｒ４ 3,573 千円

直近５年の収支決算（単位：千円） Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

収入計 5,496 5,631 5,149 5,542 5,973

利用料収入 2,276 2,411 1,523 3,142 3,573

指定管理料 3,220 3,220 3,626 2,400 2,400

その他収入

支出計 6,343 6,116 5,230 6,120 5,636

人件費 4,880 4,704 4,000 4,565 3,876

人件費以外 1,463 1,412 1,230 1,555 1,760

差　引 ▲ 847 ▲ 485 ▲ 81 ▲ 578 337

※単年度維持管理・運営費が１億円以上の公募施設について、民間事業者の意見を参考に運営手法や公募要
件を検討するため、指定期間終了の２～３年前にサウンディング（官民対話）を実施する。

設置目的

自然公園の利用の促進を図り、もって県民の心身の健全な発達に寄与することを
目的に設置したもので、玉川園地の自然研究路を散策等する人がそれまでの間に
乗用車を駐車することができる。

県の施策上の
施設の位置付け

指定管理業務の内容

自主事業の内容

特になし。
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２　観点ごとの評価

【ポイント】
　施設の設置目的（施設の目指す姿）を達成するための取組がなされ、その効果があったか。

○指定管理者による実績報告

（観点Ⅰ）の評価

（観点Ⅰ）施設の設置目的（施設の目指す姿）の達成に関する取組

○指定期間における運営方針・施設の利用目標

※協定書に記載した運営方針・施設の利用目標を記載
（Ｒ６年度以降に指定管理を開始・更新する施設から基本協定書に定めることとなっているた
め、それまでは記載不要）

○目標の設定（毎年度、県と指定管理者が協議の上、業務計画書に定める目標）

令和４年度
の目標

利用台数　20,000台

年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

目標 24,900 25,200 20,000 

実績 24,440 15,505 15,975 

達成率 98.2% 61.5% 79.9%

実績 18,123 達成率 90.6%

具体的な
取組と

その効果

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受けたほか、入場者数が少ない
時期でもあり、コロナ渦前の水準には届いていないが、駐車場の空きス
ペースに椅子等の増設をし、お客様が利用しやすい環境を作った結果、昨
年度より入場者数が増加した。

令和５年度
目標 20,000

の目標
（設定根拠） 設定根拠

令和５年度は、利用者満足度の向上に努力をしていくこととし、令和４年
度の実績から約１０％増の入場者数20,000人達成を目指す。

※指標が複数ある場合は欄を適宜追加すること。

評価者 評価 コメント

指定管理者 Ｂ
令和４年度の目標は、新型コロナウイルスの影響を受け、達成ができなかっ
たものと推測される。

県
（所管課）

Ｂ

【評価基準】次の基準により評価。基準によらず各区分に相当すると認められる場合は、コメント欄に理由
を付すこと。
　また、施設の設置目的（施設の目指す姿）を達成するための、指定期間における運営方針・施設の利用目
標について、指定期間開始年度から評価対象年度までの達成状況をコメント欄に記載すること。
　Ａ：目標達成（数値目標の場合は100%以上）
　Ｂ：A及びC以外
　Ｃ：目標達成に向けて改善が必要（数値目標の場合は80%未満）

直近３年
の実績

令和４年度
の実績

評
価
欄
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【ポイント】
　サービスの質を維持・向上するための具体的な取組がなされ、その効果があったか。

○指定管理者による実績報告

（観点Ⅱ）の評価

（１）経費の低減
【ポイント】

○指定管理者による実績報告

（２）収入の増加　※指定管理料制施設を除く
【ポイント】
　収入を増加するための具体的な取組がなされ、その効果があったか。

○指定管理者による実績報告

（観点Ⅱ）施設の有効性（利用者の満足度）の向上に関する取組

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

75.5% 50.2% 70.9%

実績 80.5

具体的な
取組と

その効果

利用者アンケートで駐車場のライン引き等を実施したところ、利用者
から好評だった。

評価者 評価 コメント

指定管理者 Ａ
利用者アンケートの意見には可能な限り対応しており、令和４年度は駐車場
のライン引き等を行い、満足度は８０％超えた。

県
（所管課）

Ａ

【評価基準】次の基準により評価を行う。基準によらず各区分に相当すると認められる場合は、コメント欄
に理由を付すこと。
　Ａ：満足度80%以上　　Ｂ：A及びC以外　　Ｃ：満足度60%未満

（観点Ⅲ）効率性の向上等に関する取組

　施設の管理運営（指定管理業務）に関し、経費を効率的に低減するための十分な取組がなさ
れ、その効果があったか。

経費の
低減実績

経費が前年比で８％減少した。特に人件費は１６％減少した。

具体的な
取組と

その効果

令和４年度は、新規採用者が多かったため、人件費が減少した。

※費用の総額では効果が計れない場合は、例えば利用者１人当たりの単価を算出する方法等も考えられる。

収入の
増加実績

利用料金収入が前年比で１３％増加した。

具体的な
取組と

その効果

駐車場利用者が１３％増加し、これに伴い利用料金収入も増加し
た。

利用者満足度
の状況

（直近３年）

令和４年度
の実績

評
価
欄

令和４年度
の実績

令和４年度
の実績
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（観点Ⅲ）の評価

【ポイント】

○指定管理者による実績報告

（観点Ⅳ）の評価

評価者 評価 コメント

指定管理者 Ａ
支出については、修繕費用が少なく、また人件費も抑えることができた。収
入については、利用者が増加したことにより、収入増になった。

県
（所管課）

Ａ

【評価基準】　次の基準により評価を行う。基準によらず各区分に相当すると認められる場合は、コメント
欄に理由を付すこと。
Ａ：（１）経費の低減、（２）収入の増加とも前年比で５％以上改善
Ｂ：A、C以外
Ｃ：（１）経費の低減、（２）収入の増加とも前年比で５％以上悪化

（観点Ⅳ）公の施設にふさわしい適正な管理運営に関する取組

評価者 評価 コメント

指定管理者 Ａ
実績報告に記載のとおり、施設の管理運営等、指定管理業務は適正に行って
いる。

県
（所管課）

Ｂ 管理運営に関して重大な問題点は見受けられない。

【評価基準】　Ａ：順調（改善点なし）、Ｂ：概ね順調（重大な問題点なし）、Ｃ：改善が必要（重大な問
題点あり）
　県（所管課）の評価においては、モニタリング結果を踏まえて評価を行う。

評
価
欄

　施設の管理運営（指定管理業務）の適切な実施に向けた具体的な取組がなされ、その効果が
あったか

評
価
欄

令和４年度
の実績

○人員配置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
施設の管理に必要な人員を配置しており、サービス提供に支障は生じていな
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○職員の資質向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
営業開始時に研修を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○地域や関係団体等との連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
玉川温泉との連携を図り、大雨災害時での通行不可時の施錠依頼等をしてい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○安全対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
混雑時道路の誘導業務を行い、利用者がスムーズに移動できるように尽力して
いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○危機管理等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事故防止マニュアル等及び緊急時連絡体制を整備している。
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【県の施策達成に向けた県所管課の施設運営に対する考え方】

※全施設記載

○県の施策の達成状況

○施設運営の課題

○今後の方向性

（施設を運営することで、県の施策がどの程度達成されたか等）
・玉川温泉利用者の利便性向上に寄与している。

・利用時間について、指定管理者との調整が必要となっている。

（県の施策の達成状況や課題を踏まえて、今後所管課としてどのように対応していくか等）
・必要な修繕等を実施しながら維持管理を行っていく。
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